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行方市は、茨城県の東南部に位置し、平成 17年 9月 2日 に麻生町 。北浦町・玉造町の三町が

合併して誕生しました。人口約 4万人、面積は、 166。 33kポ になります。

北は鉾田市と小美玉市、南は潮来市に隣接 し、東は北浦、西は霞ヶ浦(西浦)に面します。

地形的には東西の湖岸部分は低地、内陸部は標高 30m前後の丘陵台地 「行方台地」により形

成されてお り低地は水田、台地は畑地として利用されています。霞ヶ浦沿岸部は概ねなだらかな

で連続的な稜線が見られるのに対 し北浦側は屈曲、出入 りが見られ比較的起伏に富んでいます。

気候は比較的温暖で豊かな自然環境に恵まれ、古くより人々の生活の場となり、幾多の歴史が

残されてお ります。現在でも、その人々の痕跡として、貝塚、古墳 。城館などの遺跡が市内に数

多く点在 しております。

この度、行方市西蓮寺宇細田平 1335、 1338-30番 地周辺での上砂採取工事の申請が

あり、申請面積が広範囲にわたる為、当教育委員会は確認調査を実施いたしました。

調査の結果、縄文時代前期頃の遺構が確認 され、また土器が出上したため、遺跡発見の届出を

県に提出し、周知の遺跡 (細 田平遺跡)と して認定されました。

文化財保護の観 J煮から事業者 との間で協議を重ねましたが、現状維持保存が困難であることか

ら、やむを得ず発掘調査による記録保存をすることになりました。

今回の調査の結果、縄文時代前期の住居跡、土坑が出上し大きな成果が得られ、本報告書にま

とめられましたことに厚く感謝申し上げます。

本報告書作成に際し、発掘調査並びに報告書の執筆を担当頂きました関係各位に対 し心より敬

意を表し、この報告書が郷上の理解、より深 く知る上で広く一般の方々に活用いただければ幸い

と存じます。

最後に、ご指導賜 りました茨城県教育庁文化課、鹿行教育事務所、そして開発事業者をはじめ、

地元関係者各位のご理解とご協力に感謝の意を表 しするとともに、調査に携わつていただいた方

々に心からお礼を申し上げます。

平成 18年 12月

行方市教育委員会

教育長 平山一己
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例  言

本報告書は茨城県行方市西連寺 133830番地他に所在する細田平遺跡の発掘調査報告書である。

本調査は、 (有)幸新取材の土砂採取に伴 う記録保存の発掘調査で、対象面積は 1, 000だ である。

調査は平成 18年 5月 5日 に確認調査、 6月 22日 、 23日 に遺構の確認 された部分の表上の除去を行い時期、

性格、数等を確認、発掘調査は 7月 25日 より8月 4日 までの 6日 間と遺構確認の 2日 、計 9日 間実施 した。

整理作業は平成 18年 8月 5日 ～ 11月 22日 までの二ヶ月間半で行つた。

調査区は、以前農地 「畑」として利用 され、牛芳等の栽培がなされ大部分が撹乱、削平を受けていた。

調査会組織

会 長

副会長

理 事

監 事

事務局長

平山 一巳  (行方市教育委員会教育長 )

風間 亨夫  (行方市文化財保護審議会会長 )

茂木 岩夫  (行方市文化財保護審議会副会長)

植田 敏雄  (行方市文化財保護審議委員)

羽生  均  (    〃        )
宮内 俊雄  (    〃        )
宮内 利夫  (    〃        )
高野  顕  (    〃        )
吉田 秀邦  (    〃        )
伊勢山雅昭  (    〃        )
宮崎 幸男  (    〃        )
大場 浩―  (    ″        )
小沼 政雄  (    〃        )
海老原幸雄  (    〃        )
汀  安衛  (調査担当者        )
金山  貢大 ((有)幸新取材代表取締役  )
本戸 俊文  (行方市文化財保護審議委員 )

高橋 量光  (    〃         )
山野 洋治  (生涯学習課長       )
原田 かつ子 (生涯学習課 社会教育G係長 )

横頑 浩司  (  〃   主幹    )
高田 和明  (  〃   主任    )
小出 将史  (  〃   主任    )
磯山 智也  (  〃   主任    )

茨城県教育庁文化課

指導及び関係機関

凡  例

1 本報告書の縮尺は図中に表示 したが、遺構は原則 として 1/60、 遺物は 1/10と した。水糸 レベルは標高を

図中に表示 した。

2 報告文、写真、遺物実測、 トレースは汀、遺物水洗い注記、図面作成、は徳利初代が主に行い、汀 安衛が総括

した。

3 調査にあた り次の方々にご協力を受けた。記 して感謝の意を表 したい。茨城県教育庁文化課、行方市教育委員会、

鹿行教育事務所 茨城県歴史館斎藤弘道氏 徳利初代、三宅浩明、三宅ゆき子、飯岡忠孝、高須 郁夫
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I 遺跡の位置と史的環境  (第 1図 )

本遺跡は、茨城県行方市西連寺字細田平 1035番 地他に所在する。遺跡の所在する行方市は茨城県の東南部に位

置し東側を北浦、西側を霞ヶ浦(西浦)に面 し、台地は中央部まで東西からの中小河川によつて樹枝状に支谷が解析さ

れ凹凸、屈曲の激 しい地形を呈している。これ らの支谷縁辺または半島状、また舌状台地の上には縄文時代～近世に

かけて多くの遺跡が発見され、東西に広がる湖岸沖積地は古来より水田として利用 されてお り、こうした恵まれた自

然環境の中で縄文時代から多くの遺跡が存在 したことから、人々の営みを知る事が出来る。

調査 した遺跡は、地理的に台地中央部に位置 し周辺には登録遺跡は皆無に近い。西側、南側の霞ヶ浦東岸近くにの

1キ ロ～ 2キ ロほどの西連寺地区、井上地区周辺には縄文時代の遺跡や古墳時代の集落跡や古墳が見られ、南側の直

線距離にして約 1キ ロには古代の行方郡衛跡 と推察 される井上長者館がある。西方には、西蓮寺の前身の戸羅度廃寺

跡、北方には手賀廃寺が所在 し、遺跡北西側には人幡平貝塚、手賀古墳群、井土地区には井上貝塚、井上古墳群、井

上廃寺など縄文時代中期から奈良、平安時代にかけて多くの遺跡が存在 している。

細田平遺跡は、土砂採取に伴 う確認調査によつて新たに発見された遺跡である。位置的には、支谷の最奥部に占地

しトレンチ調査に依って縄文前期の土坑が認められ、更に遺構の広が りを調査 した結果、2軒の住居跡 と15基の土

坑の存在が認められた。確認調査結果をもとに 1000ポ を調査範囲とし、発掘調査を行つた。

現在まで行方市地域での縄文時代前期の住居跡調査例は皆無である。また同時期の完形品に近い土器は、昭和 47

年 7月 に旧北浦町山田地区の鶴ケ居貝塚の調査に依って出土しているが、詳細は不明に近い。 (土器は北浦公民館、

現行方市考古資料庫、報告書の土器は中期加曾利 E式 )

現在まで鹿行地域では、縄文時代前期の住居跡、土坑のセ ット関係での調査、報告例は管見しない。
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第 1図 細田平遺跡の位置と周辺遺跡
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Ⅱ 調査に至る経偉

平成 18年 2月 10日 、備 )幸新取材より山砂利採取計画に伴い埋蔵文化財の有無について行方市教育委員会に紹

介が出された。

同 3月 20日 に確認調査を実施 した結果、山砂採取予定地の約 1,000ポの範囲に遺構が発見されたため、県教育

委員会へ遺跡発見の届けを提出し、同 5月 16日 に周知の埋蔵文化財 として認定された。

その後保護 と取 り扱いについて県教育庁文化課の指導の下、行方市教育委員会 と(有)幸新取材 と協議を重ねた結果、

現状保存が困難であることから記録保存による措置を講ずることとなつた。

発掘調査は 7月 23日 から8月 10日 の予定で発掘調査の実施に至った。

調査終了後、整理作業に入 り12月 報告書が刊行 された。      ―

Ⅲ 調査の概要 (第 2図)
蛸◎

調査区は標高 34, 5mを測 り周辺では最高

所部分である。畑地造成のため馬の背状部分の

一部は50cm程 削平、整地し利用されていた。

調査は確認 トレンチによつて得 られた資料か

ら調査区を 1000ポ に拡幅 し、遺構の分布を

確認 したところ、大半は牛芳栽培で撹乱されて

お り、一部畑地の境界部分に撹乱の入 らない部

分が存在 し、この部分から住居跡、土坑が認め

られた。 したがつて総ての遺構は牛芳栽培の ト

レンチャーにより撹乱を受けていた。

検出された各遺構は、畑地耕作、削平のため

遺存状態極めて悪 く浅い。遺構は、第 2図に示

す様に住居跡 2軒、土坑 15基が認められ、検

出された遺構はこ出土遺物から縄文時代前期中

葉の浮島式 I式を主とした時期であつた。

住居跡のプランは隅丸方形プランで、いずれ

も撹乱がひどく、遺物も少なく完形土器は皆無、

出土土器も総数 350点と少ない。 2号住居跡

の上には黒色上のみの3号土坑、ハマグリなど

を含む4号土坑が検出された。      |
その他の上坑は、いずれも撹乱が多く円形、

長円状で浅かつた。 14号土坑は、貯蔵穴と曇

われるもので中期のフスコ状とは違い、円形掘

り込みを斜め方向に2段に掘り込む竹異な形態

を持つ。  1
以下、住居跡、土坑の各遺構の特徴と出上遺

物について述べる。
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1 1号 住居跡と出土遺物  (第 2図。第3図。第4図 )

本住居跡はA2・ A3グ リン トの間に位置 し、主軸をN-105° 一Wに置き、東西 3.lm南 北 3.3mの 隅九

方形を呈し、掘 りこみは確認面から15cm前 後 と浅く南東隅部では範囲の確定のみに近く、浅い。壁面は、東西南

北ともに緩やかな立ち上が りを呈する。

土層は 5層に分けたられたが、基本的には暗褐色、黒褐色、褐色で投げ込み的埋積で、 3層を除き何れもローム粒

子、ブロックと炭化粒子の混入の差であり、粘性、締まりはやや有る。床面の状態は牛芳栽培の トレンチャーによる

撹乱が見られ遺存部ではやや締まりを持つ硬い面も認められるが、壁面周辺は、やや柔 らかい。

遺構内部からは柱穴、炉跡も確認出来なかった。

遺物は、掘 りこみ覆上が浅い分少なく、総数 100片程で完形品は無い。図示 した主な遺物は第 4図 1～ 7で、い

ずれも小片のみであつた。 1は、深鉢形土器で、日唇部はやや角張 り磨消、撚糸文の地文の上に平行沈線による鋸歯

状文を不規則に五段程施文。内面はやや粗雑な調整で、色調は黒褐色に近く胎上に細石を含み焼成はやや悪い。 2.

3は、器肉の薄いやや小型の浅鉢形土器で口唇部はやや薄 く口縁部と胴部に平行線文を巡 らし、間に鋸歯文を4段配

する。色調は黒褐色、内面は褐色で調整は丁寧、細石を含み焼成は良い。 3も 同一個体 と思われる顕部破片。 4は、

無文地に結節文を施す胴部で灰褐色、焼成は良く、やや多量の繊維、細石を含む諸磯 b式。 5は撚糸の地文に木の葉

状文を配する胴部片で器肉は厚い。 6は 口縁部で角張 り地文の撚糸文が伸びる。爪形文を一条、下位は木の葉状文、

焼成は普通で暗褐色。 7は、爪形刺突と平行沈線による肋骨文を施 し、地文には撚糸文。細石やや多量、小石、雲母

を少量含む。焼成は良く暗褐色。

本住居跡は出土土器か ら浮島 I式後半の範疇 と思考する。
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0             2m

1号住居跡実測図

番号 色調 含 有 物 粘 性
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=

第 3図
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2 2号住居跡 と出土遺物  (第 4図.5図、6図 )

本住居跡は、 1号住居跡の西側 8m程のC2.C3グ リットの間に位置 し検出された。主軸をN-120° 一Wに

置き長軸を南北方向に置き規模は4m× 3.7mを 測 り、隅丸方形プランを呈する。掘 り込み深 さは約 30cmを 測

る。壁面に添つて南側の一部を除き幅 10～ 50cm程 ベ ット状の段が巡る。

覆上の 1、 2層は、レンズ状で自然埋積が考えられる。 3、 4、 5層は堆積状態から投げ込みが考えられ色調、混

入物も差違がある。いずれも粘性、締まりは強い。床面は中央、炉址周辺は良好な締まりが見られた。

主柱穴は4本、各隅部に認められた。北西部は撹乱がひどく他に比べ 20cmと 浅い。また北、南側では主柱傍に

小穴が見られた。掘 り込みは40～ 50cm。 径は 30cm前 後 と小さヤ`。

炉址は中央部から南に寄 り位置し、床面を掘 りこんだ長円形の地床炉で掘 りこみの深さは 15cmを 測る。

遺物は土器約 170片 と小礫が出土した。完形品は見 られず器形の伺えるものが第 6図 1～ 4が ある。日縁部は波

状を呈し、波頂部に右側からと左側からの刻みを施す 1と 3があり、日縁部に4条の爪形文 とアナグラ属の山形文を

地文とする 1と 波頂部に太 目の刻み 目を左側から施 し、有節平行沈線文を弧状に施 し下位は二条に巡ると思われる。

地文にはアナグラ属の山形文を施 し、色調は暗褐色、焼成は良い。胎土に雲母、細石を少量含む。

2、 4は口縁部を欠失する深鉢で有節平行沈線文を施 し、地文にハマグリとアナグラ属の山形文をそれぞれ施 して

いる。鈍い褐色で細石、雲母を少量含み、焼成はやや悪い。 4は胴部上半部に穿孔を持つ。浮島 I式の末か。

第 4図 8～ 39は 日縁部、胴部片で 8は 日縁部に刻み日、一条の浮線に亥1み、刺突文を 3条 U宇状に上下に施文す

ると思われる。黒褐色で胎土には繊維、細石を含む。 9、 10は爪形文を用い木の葉状入 り組み文、精円、三角形状

などのモチーフを持つ胴部で器肉は厚い、細石を多量、繊維を極少量含む。 11は押 し引きの上に円形刺突文の左右

は無紋 と撚糸文に分れる胴部片で褐色、焼成は良い。ヤヽずれも諸磯式 b式上器

波頂部の口唇部に刻みを持つ 13、 17、 18は比較的器肉が厚 く大型の深鉢で、爪形文、平行線文を横位に施文

し鋸歯状文を配する。 17は浮隆線部にも刻みを施 しいずれも少量の繊維、雲母、細石を含む。 16.17は 諸磯 b

式。口縁部無紋の 12は波状を呈する深鉢形土器で日縁部下位に棒状工具による刻みを入れ、無文部に平行沈線を配

し、黒褐色で少量の雲母を含む。 18は 口唇部に「ハ」の宇状の刻みを入れるもので無文地に爪形文を配 し、黄褐色

で繊維をやや多く含む。 15は平縁で器肉の厚い大型の深鉢 と考えられ変形爪形文を横位に施 し、地紋はアナグラ属

の山形文黒褐色で少量の雲母、細石を含み焼成は良い。 16は大型の爪形文を三条施文、19は 日縁部が薄 く尖 り外

反、変形の爪形文を横位に施文、雲母、細石をやや多く含む。褐色で焼成は良い。20は小型の爪形文を横位に施文、

隆帯部には刻み目を入れる。器肉は薄 く焼成は良い。 20はやや直立気味の器形で大型の爪形文を施文、22は爪形

刺突、器肉は薄 く外反焼成は良い。 23、 24は平行沈線を施文、24には刻み目状の刺突が見られる。共に砂の混

入が多く器面は粗い。 25は変形爪形文が施文され。 26は横位、木の葉状、肋骨文状に平行沈線で施文。 27はや

や大型の破片、波状口縁をもち胴部は総て平行沈線、胴部は木の葉状モチーフで黒褐色。 28は地文に疎 らな撚糸文

が見られる胴部で平行沈線が横位、本の葉状に展開する。29日 縁部に横位にアナグラ属の山形文 と爪形刺突文を配

する特異なもので本例のみ。細石を多量、雲母を含み淡い赤褐色で焼成、調整は良い。 30は小型の浅鉢形土器で口

縁部は内傾気味で波状を呈する。変形爪方形文を無文地に配する。

31は連続三角文を口縁部から横位に施文、細石がやや多く焼成は良く黄褐色。 32は変形な角押文が見られ地文

は撚糸文、焼成は良く褐色。 33は弱い波状を呈すると思われる鉢形土器、日縁部は内側に覗きハマグリ等による山

形文がみられ灰褐色、焼成は良い。 34は変形の爪形文を口縁部下から施 し、 35、 36は 口縁部の添付 した上に指

頭押圧が見られ、下位は沈線による格子状文を施し砂の混入が多く器面は粗雑で細石を含み焼成は良く暗褐色。37

は無文?指頭押圧か。38は地文としてアナグラ属の山形文が不規則に横位に施文されている。39は 口縁部が内傾

する鉢形土器で縄文のみで多量の繊維を含む黒浜 ?式土器か。
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2号住居鱗

D                       2m

ML34,10m
SI-2 炉跡土層

番 号 色調 含 有 物 格 性 締まり

暗褐色 ローム粒、プロック少量 強  セ 強 ヤ`

暗褐色 ローム粒 プロンタ少
= 

橙色歩
=

強 ヤ 強  い

3 橙褐色 橙褐色多量 強 | 強 ヤ

悟色 強 V 強  ▼

明褐色 ローム粒 子 紅多
= 

栓構色土少
=

弦 ▼ 強 ヤ

票褐色 ローム粒、炭化粒子権少量 強 ヤ 強  い

第 5図  2号住居跡実測図

番号 色調 含  有  物 粘 性 席ま り

h褐色 焼土粒、粒子多量、灰化物少 J 弱 し やや有り

炭化物やや多と、焼土少量 弱 ヤ やや有り

F褐色 焼土粒、プロック多量 弱 ヽ やや有り
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第 6図  2号住居跡出土土器拓影図

3 土坑       i
l l号 土坑 と出土遺物 (第 7図、 10図 )

本遺構は 1号住居跡と2号住居跡の間に位置して検出された遺構で,長径 1.4m、 短径 lmほ どの倒卵形状を呈

し中央部で27cmと 悟鉢状の掘 りこみが見られた。本遺構は牛芳栽培により撹乱され遺存状態は悪い。

覆土は暗褐色、褐色の 2層で締まり粘性は強い。遺物は総数 7片 と少なく図示したものは1と 3のみ、波状を呈す

る深鉢で大型の爪形文を横位に2列下位に平行沈線が斜めに施文している。やや多量の雲母を含む、焼成は良く暗褐

色。 3は小型の浅鉢で器肉は薄く僅かに撚糸文が見られる。細石を少量含む。諸磯 b式。

2 2号 土坑 と出土遺物 (第 7図、 10図 )

本遺構は、 1号土坑の西側に位置し検出され長径 lm、 短径 80cmの やや方形気味であった。掘り込みは30c
m深く中央部が深くなる橋鉢形。覆土は褐色、明褐色の2層に分けられた。粘性、締まりは強い。本土坑も牛芳栽培

によリトレンチャーによる遺存状態は悪い。

遺物は総数 10片 と少なく図示した 2、 4、 5、 の 3片である。 2は 口唇部に指頭による押圧が加えられ、以下ア

ナグラ属の山形文が粗雑に施文され黄褐色。器面は粗雑で内面は綺麗に磨消されている。焼成は良く細石多い。4は

頚部が内湾気味の椀状の器形か、日縁部を久失し胴部にはアナグラ属の山形文が密に施文され細石の混入が多く器肉

は薄く、焼成は良い。 5は胴部で平行沈線と変形した爪形文が見られ細石が多く黄褐色。浮島 I式。

3 3号 土坑 と出土遺物 (第 7図 、 10図 )

本遺構は 2号住居跡の中に認められたもので長径 70cm、 短径 4

少なく3片で図示したのは6のみで口縁部に二条の爪形文を配する。

下位にアナグラ属の山形文の一部が見られる、少量の繊維を含む。

Ocm程 の長円状で覆土は黒褐色のみ。遺物は

雲母、細石の混入が多 く見られる深鉢形土器。
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3.4.5号 土坑実測図

O

番号 色  調 含 有 物 粘 性 締まり

暗褐色 ローム粒、プロック多量 強 ヤ 強

2 褐色 ロームプロック多量 強 ヽ 強 �ヽ

土層凡例  SK-2
番号 色 調 含 有 物 粘 性 締まり

褐色 黄褐色、ロームプロック多量 強 強

明褐色 ロームプロック多量 強 ヤ 強 い

土層凡例  Sk-4
番 号 色  調 含 有 物 粘  牲 締まり

黒褐色 ロームプロック少量 強 ↓ 強 し

2 暗褐色 ローム粒子多量 強 強 t

3 暗褐色 ローム粒子、プロック少量 強 ヤ 強 V

土層凡例   SK-5
番彊 色  調 含 有 物 粘  性 締まり

1 褐色 黄褐色土、ロームプロック多J 強 V 強  し

2 明褐t ロームプロック多量 強 強 し

01

~本
＼ _ゝ//~‐ ML34,20m
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4 4号 土坑 と出土遺物 (第 7図、 10図 )

本遺構も2号住居跡の中に黒色土とハマグリを主体とした貝層を持つ遺構で長径 1,9cm短 径 80cmの 倒卵形

を呈し、掘りこみは35cmと 浅いが立ち上がりはやや強い。覆土は黒褐色、暗褐色など3層 に分けられ、各層とも

粘性、締まりは強い。中にはハマグリ、アサリの貝殻がみられたが牛芳栽培により撹乱が入り貝層の生きていた部分

は僅かであつた。 (図版 6)大部分の貝の表面には貝汁が付着していた。

遺物は38片 と多く認められたがいずれも細片で図示出きるものは少なかつた。図示した 7～ 10であり、7は 日

縁部下に大型の爪形文を2条施文、胴部は半円、木の葉状に施文する。焼成は良い。 8は大型の深鉢と考えられ 3段

の隆帯に指頭押圧が加えられている。やや砂の混入が多い。褐色。 9は細い平行沈線の地文の上に半戴竹管による沈

線が施文、モチーフは不明細石の混入が多く僅かに繊維を含む。10は変則的な爪形文と思われる日縁部片で口縁部

から内側は磨消されている。浮島 I式の範疇か。Ⅱ式初頭か。

5 5号 土坑 と出土遺物 (第 7図、 10図 )

本遺構は、2号住居跡の北側に位置し検出された。大半が牛芳栽培による撹乱が入り遺存状態は極めて悪い。長系

1,3m短径 1, lmの精円形状プランを呈する。掘りこみは浅い鉢状で、深さは30cmを 測る。覆土は褐色、明

褐色の 2層 で締まり、粘性は強い。

遺物は総数 5片 と少ない。図示したのは 11のみで深鉢の胴部片、繊維を多量に含みアナグラ属の山形文を配する。

6 6号 土坑 と出土遺物 (第 8図、 10図 )

本遺構は、調査区の北東隅部に位置し検出された。長径 80cm、 短径 70cmの 円形状を呈するもので掘りこみ

は20cmと 浅く皿状を呈する。底部はやや変則的でハー ト状を呈する。

遺物は少なく総数 5片で何れも細片であつた。図示した12,13は 口縁部に一条の爪形文と平行沈線による鋸歯

文を持つ淡い赤褐色で細石を含む。浮島 I式の範疇か。

7 7号 土坑 と出土遺物 (第 8図、 10図 )

本遺構は、2号住居跡の西側に位置し、小範囲に7,8,9と 3基が集中し検出された。長径 70cmほ どの円形

状を呈する。掘り込みは20cmと 浅く鍋底状。本遺構は撹乱を受けず、遺存状態は良い。

覆土は橙褐色、黄褐色、褐色、明褐色の4層 に分けられ層序はレンズ状の自然埋積と考えられ粘性、締まりは強い。

遺物は10片出土したが、細片のため図示できるものは 14のみ。深鉢の胴部で疎らな角押し文 ?を施しナデ調整

が行われ不明瞭。細石を含み焼成は良い。

8 8号 土坑 と出土遺物 (第 8図、 10図 )

本遺構は 7号土坑に隣接し長径 lm、 短径 80cm、 掘り込みは30cmと やや深く鍋底状。覆土は 3層で橙褐色、

黄褐色、暗褐色で何れも粘性、締まりは強い。 7号土坑に相似する。

遺物は総数 25片 と多く認められたが何れも小片。図示したものは4片で 15は 日縁部に平行沈線を2条施文、胴

部は本の葉状構成 ?沈線が見られ地紋はアナグラ属の山形文。細石、雲母を少量含む。淡い赤褐色で焼成は良い。 1

6は拓本では明瞭ではないが円形刺突文が見られる胴部片で地紋に撚糸文を持つ。細石、雲母を含む。17は撚糸文、

18はアナグラ属の貝殻文、何れも深鉢胴部片。浮島 I式の範疇か。

9 9号 土坑 と出土遺物 (第 8図 10図 )

本遺構は 7、 8号土坑の西側に位置し近接している。長径 1, 35cm、 短径 90cmの 長円形状、掘り込みは 1

0cmと 浅く皿状を呈する。覆土は2層でレンズ状の自然埋積を示し、黄褐色、明褐色の 2層 で粘性、締まりは強い。

遺物は15片程見られたが何れも小片。図示した19、 20はいずれもまばらな撚糸文を配するのみで 19は深鉢

口縁部で波状、細石、砂の混入が多く器面は荒い。 20は胴部片で胎土は精選され調整、焼成は良い。浮島 二式。

-9-
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第 8図  7.8.9。 10号土坑実測図

10 10号 土坑 と出土遺物 (第 8図 )

本遺構は調査区西北隅部、やや北側に傾斜する位置し検出された。長径 1、 35cm、 短径 90cmの 長円形プラ

ンを呈する。掘り込みは25cmと やや深く弱いU字状。覆土は明褐色の 1層のみで粘性、締まりは強い。

遺物は細片 2点で図示しなかった。

11 11号 土坑 と出土遺物 (第 9図 )

本遺構は調査区西側の 7、 8、 9号土坑群の西側に位置し11、 12、 13の 3基が近接している。その中の北側

に位置する 11号は長径 90cm、 短径 50cmの 長方形状プラン。底部は東西に僅かに掘り込が見られる。

覆土は2層でレンズ状の埋積。色調は黄褐色、粘性、締まりは強い。

遺物は小片ながら10片程見られ、21は細い撚糸文が施文され、細石を多量に含む。22は 日縁部で無文 23は

日縁部に刺突 ?ら しい痕跡も。焼成は良い。浮島 X tt。

12 12号 土坑 と出土遺物 (第 9図 、 10図 )

本遺構は 11号土坑の南側に位置し検出され、長径 80cm、 短径 50cmで 11と 規模、プラン共に相似する。

底部の掘り込みも同様で覆土、粘性も同様であつた。

遺物は5片 と少なく図示したのは23の 1点のみで撚糸文を施文する鉢形土器。焼成は良い。

13 13号 土坑 と出土遺物 (第 9図、 10図 )

本遺構は 11, 12号の西側に位置し長径 1, 75m、 短径 60cmの 長円状プランを呈する。底部は西側がやや

深くなる。掘り込みは20cmと やや深い。覆土は 12同様で粘性、締まりも同じ。

遺物は細片が 10片程出上したが、図示出来るものはなかった。
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増『 干 色 評 含 有 物 粘 牲 締まり

朔褐色 ローム粒子多量、黄橙色土少量 強 ラ 強 �

番 色 調 含 有 物 粘 性 締まり

橙褐色 黄橙色土多量 強  い 強 v

黄褐色 ローム粒子多量 強 , 強 V

3 褐色 ローム粒子多量 強 し 強

4 明褐色 ローム粒子全員 強 ヤ 槍

番号 色  調 含 有 物 粘  牲 締まり

黄褐色 橙色土少量 強 ヤ 強 し

明褐色 ローム粒子多量 強 , 強 ヤ
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子号 ヨ 調 含  有  物 粘 性 締まり
1 黄橙色 黄橙色多量 強 ヽ 強 し

黄褐色 ローム粒子多量 強 t 強 し

諄号 ヨ 調 合  有  功 粘 性 締まり

1 黄褐色 黄褐色土多量 強 し 強 彰

明褐色 ローム粒子多量 強 セ 強 し

各拝 色 調 含 有 物 粘 性 締まり

明欄色 黄褐色土、ローム粒子多量 強 V 強 ↓

番 号 二 調 含  有  効 粘 性 締まり

R褐色 ローム粒、粒子多量 やや有 ! やや有を

2 語褐色 ローム粒極少量 やや有 V やや有 !

3 音褐色 ローム粒子多量 やや有 ! ややあセ

第 9図  6,1
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14 14号 土坑 と出土遺物 (第 9図、 10図 )

本遺構は 2号住居跡の南側に位置 して検出され、径 80cm程 の円形状に60cm程 掘 り込、更に東側にずれて4

0cm程 長円状に二段に掘 り込む本遺跡唯一のプランであった。上部に比べ半分ほどの規模、形態であった。覆土は

4層前後に分けられた。 上部では黒褐色層が大半を占め、下部では暗褐色、黄褐色、明褐色等であり、埋積からは 下

位は半ば埋められ、上部は自然埋積が考えられ粘性、締まりは強い。 (上層図無 し)

遺物は40片程出土したが個体数からは 30片前後であつた。 24は平行沈線、棒状工具による太い沈線が連続 し

て施文され、少量の雲母を含む。 25は深鉢形土器の波状 口縁部で波頂部に向かい三角形、26が胴部 と思われ円形

状モチーフに施文。焼成は良い。 27は 口縁部が肥厚 し爪形文を横位に施文、黒褐色。少量の雲母、細石を含む。 2

8は 口縁部に幅広な隆帯を貼付無紋、深鉢で波状を呈する。雲母、細石を少量含み焼成は良い。 29も 幅広な無文部

を持つ深鉢形土器で胴部にまばらな平行沈線を施す。黒褐色で細石を含み、器面は粗雑。焼成はやや悪い。

15 15号 土坑 と出土遺物 (第 9図 、 10図 )

本遺構は 1号住居跡の東側に位置 し検出されたもので長径 1,4m、 短径 1, 2mの倒卵形状プランで掘 り込みは

椀状を呈し、深 さ35cmを 測る。覆土牛芳栽培による撹乱が見られたがレンズ状の自然埋積を示 し3層に分けられ

それぞれ黒褐色、暗褐色で粘性、締ま りもやや有る。

遺物は少なく総数 4片で図示出きるものは胴部片の 30のみ地紋のアナグラ属の山形文を配する。暗褐色で雲母、

細石を少量含む。
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V 結 び にか えて

本遺跡は新たな発見であり、以前の分布調査では確認出来ない程遺物は、少なかった。確認調査前の踏査でも二片

も認められなかった。周辺の地形は、南、西側に支谷最奥部の池が存在、言わば湧水地にあたり、今は、あまり使用

されない溜池が存在する。

以上の地理的条件、立地から遺跡存在も想定されたため、台地の長軸方向で最高所に 3本の トレンチを設定 した。

北側の 1ト レンチでは遺構、遺物は皆無、牛芳の トレンチャー とビユールのみ。 2ト レンチでも遺物は皆無ビニール

と牛芳栽培の撹乱のみであつた。

3ト レンチでも牛芳栽培による撹乱とビユールが認められ、また初めて中央部の最も高所部分から少量の上器、焼

土が認められた。この結果を参考に 2と 3ト レンチの間に 2本のサブ トレンチを設定 し更に確認調査を進めた所畑地

の境界、撹乱の無い部分から土坑状遺構が 3基認められ少量の浮島式の遺物が検出された。その為部分的に拡幅を行

つた所、少量の遺物 と焼上が認められた。その結果新発見の遺跡 とした。地主の話によると以前大型機械で高い部分

を削平し平坦な耕地に替えたとの話であつた。

確認調査での得 られた資料に基づき焼土、遺物の認められた高所部分 1000ポ 部分を調査区とした。調査結果に

基づいて耕作土を除去 したところ、住居跡 2軒、土坑 15基が確認できた。

遺構の散布状態や遺物から、本遺跡は極短い期間における集落跡 と考えられた。

調査の結果も同様な傾向がみ られた。以下簡単に遺構 と遺物について述べて結びにしたい。

遺構 と遺物

検出された遺構は何れも浅く、出土遺物も少なく牛芳栽培による境乱がひどく満足な状態で遺存 していたのは土坑

5基のみであつた。住居跡は上部がカントされ覆土は浅く、遺存状態は最悪に近い状態であつた。

2回の確認調査によつて時期 と遺構は、大掴みに把握 していたため調査は短期間で終了した。

検出された 2軒の住居跡は隅九方形プランを呈するもので 1号住居跡では柱穴、炉址が認められなかつた。住居跡

東側隅部も前述の通 りでやや不明確で浅い。従つて遺物も少なく、小破片のみである。

2号住居跡は覆土中に貝殻を含む小土坑が存在 したが、トレンチャーにより撹乱されて貝層状態は不明瞭であつた。

住居跡は、壁面に添つて一段テラスがあり二段に掘 りこまれ、南側では一部欠失する。この主因は出入 り日の関係か

らか、。柱穴は 4本認められたが、北西隅側のものは浅く不明確。柱穴周辺に副柱穴と思われるものも認められ、こ

れ らは建替えなのか、支柱穴なのかは不明であつた。炉は南側に位置 し、床面を掘 りこんだ地床炉で周囲に土器、石

などの囲いの痕跡は認められなかった。覆土は撹乱が多く、色調は黄、橙褐色等が主体であつた。

遺物は大半が細片で出土、復元によつて器形が窺えるものは僅かであった。

土坑は円形、倒卵形、長円形等のプランが認められた。何れ も遺存状態は悪 く、掘 り込みは削平の為総 じて浅い。

覆土は黒褐色土と橙褐色が認められた。これ らは埋積状態の差違 と考えられるもので人為的、時間的差と考えられる。

中でも覆土に貝殻を持つ 4号土坑と貯蔵穴状掘 り込みの 14号、円形で黒褐色覆上の 15号土坑などがみられた。

各遺構出土土器は、大型波状、波状、平縁の口縁部を持つ深鉢形土器が見られた。これ らの日縁部は無文と波頂部

に刻み目を施すもの、日縁部下には爪形文、または平行沈線を数条施すものがあリー部に指頭押圧を加える物もみら

れた。胴部文様はアナグラ属やハマグリ等による山形文や撚糸文が地文として施 されている。土器は住居跡、土坑を

問わず同様な傾向を示 していた。

胎土は繊維 と雲母を含む物が見られ、多量、少量の細石 (砂粒)を含みやや粗雑な調整 と丁重なものがあつた。

多量に繊維を含む黒浜式も10片程見られた。

図示 した出土土器から本遺跡の時期は諸磯系統の上器 も少量認めるが、 1号住居跡は浮島 I式中葉、2号住居跡は

後半と考える。

最後に本時期の調査例は極端に少ないので、本遺跡の住居跡 と土坑、集落の関係を推察することは危険で有るが多

少の整理をしておきたい。

住居跡は 2軒で上部を削平され遺存状態は悪いが、複合関係は無 く約 8mの間があつた。周辺には円形状の上坑、

また 3基ほど密集する土坑群の存在が二ヶ所認められた。これ らは当時期における少集団の生活単位を意味するのか。
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住居跡の時期は出土土器から、新旧の二つの時期に細分が可能であり、これは浮島 I式中葉 と末またはⅡ初頭 と捉え

られると考える。そ してこれ らに伴 う土坑群は墓坑の可能性が強く、円形で散在するものと群集する二つのパターン

が認められた。

前期集落の基本パターンの存在が明確でない霞ヶ浦東岸域で、本例の持つ意義は極めて高く、集落、住居跡のあり

方は今後の本時期の研究に寄与すると思考する。浮島期における前期集落の調査の類例の増加によって資料の増加を

望み、当時期の集落研究の一助になれば幸いである。

そして本調査が遺物も皆無に近い、支谷最奥の地に於いて発見されたものであり、鹿行地域ではいまだに図面上で

の審査で済ます市町村も存在 してお り、開発関係の場合最低でも確認調査の重要性を指摘 し結びに替えたい。

参考文献  中佐倉貝塚      平成 11年  江戸崎町佐倉地区遺跡発掘調査会

鶴ケ居遺跡報告書   昭和 47年  北浦村教育委員会

荒原神社馬場前遺跡  2006年   行方市遺跡調査会
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調査区全景 1号住居跡プラン

1号住遺物出土状態

2号住プラン

同完掘

同遺物出土状態

同遺物出土状態 同完掘

Pl-1調査区全景 1号住居跡プラン 1号住遺物出土状態  同完掘

同遺物出土状態2号住プラン 同遺物出土状態  同遺物出土状態 同完掘



1号土坑完掘 2号土坑完掘

3号土坑土層 4号土坑土層

5号土坑完掘

6号土坑完掘

PL-21号 土坑完掘  2号土坑完掘

5号土坑完掘  6号土坑完掘

7号土坑完掘.8号土坑完掘

3号土坑土層 4号土坑土層  同完掘



9号土坑完掘 11号土坑完掘

10号土坑完掘 12号土坑。13号土坑完掘

14号土坑完掘

テ″1宏

PL-37号土坑完掘.8号土坑完掘 9号土坑完掘

12号土坑。13号土坑完掘 14号土坑完掘

11号土坑完掘 10号土坑元槻

同底部 15号土坑完掘

同底部

15号土坑完掘



1号住居跡

緯 緯 欝

緯   ¨

2号住居跡

PL-41号住居跡.2号住居跡出土遺物



降
1号土坑

爾
2号土坑 3号土坑

雲
12号土坑



∞
14号土坑

PL-6 14.4号土坑出土貝類

4号土坑
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